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別紙様式第１　様式２ ①

（令和７年度予算分） 地域少子化対策重点推進交付金　実施計画書 （市町村分）

自治体名 鳥取県琴浦町

本事業の担当部局名 子育て応援課

区分 諸謝金 賃金 報償費 旅費 需用費 役務費

総事業費 0 0 123,780 0 20,000 0 

対象経費支出予定額 0 0 123,780 0 20,000 0 

対象外経費支出予定額 0 0 0 0 0 0 

区分 委託料 使用料及び賃借料 負担金 補助金 計

総事業費 0 0 0 0 143,780 

対象経費支出予定額 0 0 0 0 143,780 

対象外経費支出予定額 0 0 0 0 0 

〇 ※上記対象経費支出予定額に本交付金の対象外となる経費は含まれていない。

＜自治体における少子化対策の全体像＞※全事業共通

＜本個別事業の位置付け＞

＜過年度の本個別事業で浮かび上がった課題の分析及びそれに対する取組（ステップアップ）＞

KPI項目 単位 目標値（時点） 現状値（時点）

人口社会増減 人 △400 人（2022～2026年の累計） △443 人（2017～2021年の累計）

UJI ターン者の人数 人 910 人（2022～2026年の累計） 828 人（2017～2021年の累計）

町内企業への新規就職者数 人 1,135 人（2022～2026年の累計） 1,135 人（2015～2019年の累計）

項目 単位 直近の実績値（時点）

合計特殊出生率 1.36（R5年）
婚姻件数 件 31（R5年）
婚姻率 2.0（R5年）

KPI項目 単位 目標値（時点） 現状値（時点）

番号 項目

（アウトプット）

① プレママ・プレパパ交流会参加人数 人 12（R8年） 6（R7年見込）
② ペアレント・トレーニング教室参加人数 人 20（R8年） 16（R7年見込）
③

④

⑤

（アウトカム) 

① 交付金事業に対する事業対象者（住民等）の満足度（該当事業に限る。） ％ 【事業番号①②の平均値】90(R8年) 【事業番号①②の平均値】100（R7年見込）

② 希望どおりの結婚に向けて後押ししてくれたと感じた人の割合（該当事業に限る。） ％

③ 結婚、妊娠・出産、子育てに前向きになったと感じた人の割合（該当事業に限る。） ％ 【事業番号①②の平均値】90(R8年 【事業番号①②の平均値】100（R7年見込）

④

⑤

⑥

⑦

⑧

事業メニュー 結婚_妊娠・出産_子育てに温かい社会づくり・気運醸成事業

区分 一般メニュー

関連事業メニュー 3_1_1 その他、結婚、妊娠・出産、子育てに温かい社会づくり・気運醸成事業

個別事業名 琴浦町産前産後・子育て支援事業
新規／継続
(一般財源での
実施も含む)

継続

実施期間 令和8年4月1日 ～ 令和9年3月31日 事業開始年度 令和7年度

総事業費（Ａ）（円） 143,780 寄付金その他の収入予定額（Ｂ）（円） 0 差引額（Ａ-Ｂ）（円） 143,780 

対象経費支出予定額（円）
※補助率を乗じる前の額

143,780 

人口減少を緩やかにし、これからも持続可能なまちとしていくために
は、20 代・30 代を中心とした若年層の転出抑制と、子育て世帯の転
入をはじめとするU・I ターン者の増加が必要である。町民が安心して
暮らし続けられるまちとして移住定住の選択先の一つとなるために
は、生活の基盤となる「住まい」と「しごと」の環境整備はもとより、「地
域づくり」、「子育て」、「教育」、「健康」、「福祉」、「防災・防犯」、「環境」
といった各分野に複合的に取り組んでいく必要がある。

琴浦町まちづくりビジョンで定めた若者の定住・UJIターンへの足掛かりとなる「住まい」と「しごと」の環境整備の重点項目達成
のため、政策の1つ「新しいひとの流れをつくりだす共生のまちづくり」の具体的施策「子どもを産み育てやすい環境づくり」とし
て、妊娠期から産褥期、そして子育て期にわたって切れ目ない支援を行い、産前産後の育児不安の解消や子育て期の育児負
担感の軽減を図り、子と保護者が心身共に健康な生活が送れるための支援を行う。

番号 項目 内容

1

プレママ・プレパパ交
流会（妊娠期からの地
域交流拠点整備事業）

妊産婦や子育て世代が一緒に楽しさや悩みを共有しながら子育てできる地域づくりを目指し、妊産婦や子育て世代
が気軽に集える交流会を開催することで、育児全般の不安解消を図るとともに、保護者同士の交流・情報交換を
きっかけとした仲間づくりの機会とし、保護者が前向きに育児を行うことができるよう支援を行う。町のホームページ
で広報を実施するほか、母子健康手帳交付時にチラシを配布したり、対象者に事業のお知らせを通知する予定。

・内容：妊婦とその家族を対象とした交流会、助産師の講話、お世話体験と妊婦同士の交流、個別相談、情報提供
など
【対象】妊婦とその家族（各回10名程度）
【実施回数】3回（6月、10月、2月予定）

2

ペアレント・トレーニン
グ教室

保護者が子どもとの関わり方を学べる子育て練習講座（ペアレント・トレーニング）を開催することで、育児全般の不
安解消を図るとともに、保護者同士の交流・情報交換をきっかけとした仲間づくりの機会とし、保護者が前向きに育
児を行うことができるよう支援を行う。各こども園・保育園に教室のチラシの掲示と配架を依頼し、各小学校を通して
保護者へチラシの配布を依頼する予定。

・内容：日常で起こりがちな親子のやりとりの場面を、参加者同士が良い対応方法を用いてロールプレイで繰り返し
実践し、家庭での実践頻度を高める。（集団教室、10名程度）
【対象】就学前の子どもを持つ保護者・小学生の保護者
【実施回数】6回

個別事業①プレママ・プレパパ交流会
【課題】開催時期によって参加者の人数が少なかった
【分析および取組】・広報が十分に行えていなかった
・開催時期を年度初めには決定し、母子手帳交付時には一緒に伝える
・個別に声かけを行い、参加の有無を確認する

個別事業②ペアレント・トレーニング教室
課題は特になし

少子化対策全体の重要
業績評価指標(KPI)及び
定量的成果目標
※全事業共通

参考指標
※全事業共通
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３．本個別事業の寄付金その他の収入及びその内訳
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４．本個別事業に要する費用及びその内訳
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（経費区分ごとの合計）

※１人当たり登録優待額を複数設定する場合は、それぞれについて記入すること。

（参考）積算内訳書

１．自治体名 鳥取県琴浦町

２．個票番号・
　　個別事業名

① 琴浦町産前産後・子育て支援事業

計 0

対象経費支出予定額 対象外経費支出予定額

【事業番号①】プレママ・プレパパ交流会

報償費
講師報償費12,000円×１人×3回＝36,000円
託児スタッフ報償費1,330円×3時間×2人×3回＝23,940円 59,940 59,940

需用費 消耗品費（宛名シール、クリアファイルなど） 10,000 10,000

【事業番号②】ペアレント・トレーニング教室

報償費 託児スタッフ報償費1,330円×2時間×4人×6回＝63,840円 63,840 63,840

需用費 消耗品費（フラットファイル、ボールペンなど） 10,000 10,000

計 143,780 143,780 0

区分 諸謝金 賃金 報償費 旅費 需用費 役務費

総事業費 0 0 123,780 0 20,000 0
対象経費支出予定額 0 0 123,780 0 20,000 0
対象外経費支出予定額 0 0 0 0 0 0

区分 委託料 使用料及び賃借料 負担金 補助金 計

総事業費 0 0 0 0 143,780
対象経費支出予定額 0 0 0 0 143,780
対象外経費支出予定額 0 0 0 0 0

（参考）結婚支援センター及び結婚支援事業者の登録優待費用の内訳 （単位：円、人）

番号 登録優待方法
１人当たり

登録優待額（A）
登録優待

予定人数(B)
　諸経費（C） 合計(A×B＋C)

1

2

3

No 収入区分 収入区分毎の内訳 寄付金その他の収入予定額（円）

No 経費区分 経費区分毎の内訳 総事業費（円）

0 


